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消化器内科で実施中の臨床研究についてのお知らせ 

 

 東京大学医学部附属病院消化器内科では、JMDC 社から購入したデータを使い、以下の

研究をしております。 

 

【研究課題】 

ビックデータを用いた消化器疾患の疫学的解析および検査・治療に伴う有効性・安全性・予

後に関する研究（倫理委員会承認番号：2024438NIe） 

 

【研究機関名、研究責任者氏名】  

この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示すとおりです。  

  研究機関  東京大学医学部附属病院 次世代内視鏡開発講座/消化器内科 

  研究責任者 辻陽介 特任准教授 

  担当業務 研究計画、論文作成指導、データ解析 

 

【共同研究機関】 

共同研究機関はありません。 

 

【研究期間】 

2024 年倫理委員会承認日から 2030 年 3 月 31 日(延⾧の可能性あり)  

 

【対象となる方】 

2005 年 1 月 1 日～2023 年 8 月 31 日に、JMDC 社が保有している全国の健康保険組合の受



診データ、累計で 1700 万人以上の患者さんが対象となります。 

注）上記データに東京大学医学部附属病院を受診した患者さんが含まれている可能性はご

ざいますが、患者情報、病院情報は匿名化されており、確認する方法はございません。 

 

【研究の目的】 

消化器疾患は多様かつ複雑な病態を有しており、その発生リスク、進行過程、治療効果、

予後等を明らかにすることは非常に重要です。その為には、個別の患者情報にとどまらず、

母集団全体のデータを統合的かつ包括的に解析することが重要です。このような観点から、

病院単位の情報にとどまらず、病院間を横断的に追跡可能な保険者ベースのビッグデータ

は、従来得られなかった新たな知見を提供する有用な研究手法です。本研究では、JMDC 社

から提供されたデータを活用し、消化器疾患に関する疫学的解析を基盤として、検査や治療

に伴う有効性、治療効果、安全性、予後に至るまでの包括的な検討を行います。 

 

【研究の意義】  

 本研究では、さまざまな消化器疾患における罹患率、背景因子、予後などを解析すること

で、高リスク集団の特定や適切な検査・治療・予防体制の構築を目指します。さらに、得ら

れた知見を基に新たな治療法の開発につなげることで、消化器疾患の発生抑制および予後

改善に寄与することが期待されます。 

 

【研究の方法】  

 JMDC 社から購入した病名や検査・治療内容に関するデータを用いて、疾患の罹患率、有

病率、検査および治療の有効性、安全性、予後などを包括的に解析します。また、診療に用

いた患者情報を用いるだけで、研究に伴い新たに患者さんに生じるご負担はございません。 

 



【個人情報の保護】  

 すでに匿名化された情報を受け取り、解析いたします。個人の特定はできません。 

 取得した情報等は研究責任者のみ使用できる鍵のかかるロッカーで厳重に保管し、使用

時はパスワードロックをかけたパソコン、ハードディスクにより解析を行います。すでにど

の個人のものか特定できない状態で取得されたデータのため、あなたの情報等を特定する

ことはできません。そのため、同意を取り消すこと、研究への参加を取りやめることはでき

ません。 

 

【問い合わせ先】 

東京大学医学部附属病院 消化器内科 助教 竹内千尋（連絡担当者） 

住所:東京都文京区本郷 7-3-1 電話:03-3815-5411 内線 37214   

E メールでのお問い合わせ: ctakeuchitky@g.ecc.u-tokyo.ac.jp  

医療機関名 東京大学医学部附属病院 消化器内科 診療科責任者名 藤城光弘 


